













































































　グアム大学での English Adventure Program
（EAP）およびアクティブラーニングの計画は
以下のとおりである。




























































































































































































　Professional & International Program
（PIP）の Director である Carlos R. TAITANO













あり、cultural dance, competition, food booth, 
vendors, BBQ などの催し物がある。オープン
キャンパスの側面もあり、高校生も訪れる。グ
アム大学関係者によれば、グアム文化を学びに
来る学生にとっては、この期間にかかる短期留
学がベストであるという。なお、１～２週間の
プログラム編成も可能である。
　また、グアム大学は平日午後のフィールド
ワークだけでなく、土日のアクティビティも手
配することができる。この場合、施設入場料だ
けで、大学に対して手数料は掛からない。グア
ム大学関係者（ボランティア）が同行するため
学生にとっては英語の勉強にもなる。
　授業内容については、午前中はビジネスクラ
ス、午後は英語クラスなど、日本の他の大学が
行っているようなアレンジについて柔軟に協力
いただけるとの回答を得た。ただし、学生の語
学レベルが十分ではないので、英語クラスのみ
が良いのではとの意見もある。
　次年度は、午後のフィールドワークでは現地
学生とのピクニックやパーティなど、学生同士
のコミュニケーションの機会を出来るだけ増や
す方向でプログラムを依頼したいと考えてい
る。そして親しくなった学生に、週末のアクティ
ブラーニングにも同行してもらえるとなお良
い。
　
４．今後に向けて
　グローバルリンクプロジェクトは、研修期間・
研修時期・宿泊先・プログラム内容など関係者
で議論を重ね、今年度以上に学生満足度の高い
プログラムとして継続できるように今後発展さ
せていきたい。流通科学部らしい海外研修とい
う位置づけで、全学共通の「英語・文化海外研
修」との差別化を図り、学生が主体となって行
動できるプロジェクトにすることが重要である
と考える。
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